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■司　　会　SAA　関口　大樹

■開会点鐘　会長　北澤　正浩

■出席報告

　

■本日の欠席者　

日向、中谷、二宮、宋、田川

■オンライン出席　市川、佐藤（真）、福村

■他クラブ出席者　新川（横浜南央 RC）

■会長報告　　　　　　　　　　　北澤　正浩

　皆さま、こんにちは。

　先週はミャンマーで発生した地震についてお

話しさせていただきましたが、本日は政府の地

震調査委員会が先月 31 日に見直した南海トラ

フ巨大地震の被害想定についてお話ししたいと

思います。

　政府の調査によると、南海トラフ巨大地震は

今後 30 年以内に発生する確率が「80％程度」

とされており、日本全体にとって深刻な脅威と

なっています。今回の被害想定の見直しでは、

計算方法の変更によって津波の浸水域が広が

り、避難が遅れた場合の影響も加味されたため、

最悪の場合の死者数は 29 万 8000 人と試算さ

れました。前回の 32 万 3000 人よりわずかに

減少しましたが、依然として甚大な被害が想定

されます。

　この死者数の内訳を見ると、津波によるも

のが最も多く 21 万 5000 人、建物倒壊による

ものが 7 万 3000 人、地震火災によるものが

9000 人とされています。特に、冬の深夜に発

生した場合に被害が最大となると見られていま

す。

　さらに、今回の試算では初めて「災害関連死」

が考慮されました。これは、避難生活による健

康悪化やストレスなどによる死亡を指し、過去

の東日本大震災や能登半島地震の事例を基に、

避難者 1 万人あたり 40 人から 80 人が亡くな

ると推定されています。その結果、冬の夕方

に地震が発生した場合、2 万 6000 人から 5 万

2000 人が災害関連死となる可能性があり、最

大値は東日本大震災の 10 倍を超える深刻な数

値となっています。

　こうした試算を受け、当クラブが進めている

避難所の環境改善活動が非常に重要であること

を改めて認識しました。今後、国としても避難

所の整備や防災対策にさらに力を入れていくと
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思われますが、私たち自身もできる備えを進め

ていくことが不可欠です。

　南海トラフ巨大地震が発生した場合、日本の

国全体が厳しい状況に直面することは避けられ

ません。しかし、事前の対策や迅速な避難行動

によって、被害を最小限に抑えることは可能で

す。日頃から防災意識を高め、災害に備えるこ

とが、私たち一人ひとりの責任であると考えま

す。

■幹事報告　

▷第 16 回理事会報告（ｐ４参照）　　

■ニコニコ BOX

関口　大樹／五十嵐さん、本日の卓話、よろし

くお願いします。

中島　　徹／五十嵐さん、本日の卓話、よろし

くお願いします。

五十嵐　正／岡田さん、事務の佐藤さん、我儘

言って申し訳ありません。これで卓話できます。

新川　　尚／五十嵐さん、本日の卓話、よろし

くお願いします。

安藤　公一／五十嵐さん、本日の３ヵ年委員の

話、よろしくお願いします。

北澤　正浩／①妻にお花ありがとうございまし

た。②五十嵐さん、卓話よろしくお願いします。

■卓話「３ヵ年委員」　　　　　　五十嵐　正

現状報告

３ヵ年 project の１年目として、

①委員会組織の発足

②講演会の開催（12 月）

③講演会記録の作成及び配布

→講演会参加者の内希望者 21 部

　NPO ４部・安藤会員 35 部・笹野台自治会

30 部

④水谷先生より新たな情報（横浜 TKB 導入決定）

2 月 14 日＝まだ内部情報の段階ですが，当方

の働きかけにより横浜市が TKB のユニットを

購入することが決まりました。イタリア型の避

難所支援が日本で始まります。ただ、これはモ

ノなのですが、この点で，ロータリークラブ様

のお力をお借りすることもあり得ると考えてお

ります。

　また、横浜市の TKB の取り組みについては

是非説明させて頂きます。いずれ全国の自治体

に広がると確信しております。メールでは全て

をお伝えできませんが、一度お話を聞いて頂け

ないでしょうか。

３月 31 日＝この取り組みを横浜市に提案をし

ました。この資機材の選定や運用を私達と継続

的な勉強会を開き策定していく予定です。

→イタリアの災害支援は、被災地自治体の行政

職員ではなく、民間のボランティア、日本のよ

うな無償支援者という意味ではなく、職能支援

者、職業を生かした支援者で、団体に登録し、

年数回訓練を行うという事になると思います。

→今後の情報次第で、RC の組織を活用しての

ボランティア組織の形成という道筋が見えてき

ました。

→また日本で初めてのケースで、これが、今後

の全国展開の場合の RC としての指針となりう

ると言えます。

★そこで、水谷先生のグループが今横浜市に提

案されている内容が可能となった場合、横浜旭

として参加協力に賛成か反対か、またどのよう

な対応がよいか、皆様のご意見をお聞かせ願い

ます。

　その前に、ご参考までに、３月の瀬谷との合

同例会に参加いただき、イタリアの防災の話を

聞かれた、直前ガバナーの樋口様に、講演会の
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３年間の目標　3-Year  Rolling Goals

　クラブの発展　　クラブの発展　　クラブの活性化　　クラブの活性化　

 継続性（３年間）  継続性（３年間）  シンプルさと整合性  シンプルさと整合性 

 地域適応力・地域での存在価値向上  地域適応力・地域での存在価値向上 

　会員増強　　会員増強　

１

２

３

　災害時の食をテーマにした旭区の
　地域ボランティアの組織設立提案　
　災害時の食をテーマにした旭区の
　地域ボランティアの組織設立提案　

　地元自治体の代表者　　地元自治体の代表者　

　災害時に特化したNPO　　災害時に特化したNPO　
　栄養士・大学　　栄養士・大学　

　地元商店会　　地元商店会　

　イタリア防災の　
　公開講座開催　
　イタリア防災の　
　公開講座開催　

　災害時に、1万人に２週間温かい食事提供する　　災害時に、1万人に２週間温かい食事提供する　

　行政への提案　　行政への提案　

　新たな組織の誕生　　新たな組織の誕生　

　訓練・検証　　訓練・検証　

　提案書の作成　　提案書の作成　

　1 年目　　1 年目　

　２年目　　２年目　

　３年目　　３年目　

　機材提供企業の登録　　機材提供企業の登録　

　現状旭区の災害時の
　食事提供の備えは？　
　現状旭区の災害時の
　食事提供の備えは？　

　横浜旭 RC内検証・議論　　横浜旭 RC内検証・議論　

　横浜旭 RCプロジェクトチーム発足　　横浜旭 RCプロジェクトチーム発足　

　人口と統計
　災害リスクの検証　
　人口と統計
　災害リスクの検証　

　食材提供企業及び
　地元食材提供農家の登録　
　食材提供企業及び
　地元食材提供農家の登録　

　料理人ボランティアの登録　　料理人ボランティアの登録　

　災害時模擬訓練実施　　災害時模擬訓練実施　

　地元企業　　地元企業　

　定期的な更新検証　　定期的な更新検証　

　横浜旭 RCは
　組織の委員に　
　横浜旭 RCは
　組織の委員に　

　講演会資料の活用　　講演会資料の活用　

資料と、横浜の TKB についてメールをさせて

頂きました。その返信をご参考までにご紹介さ

せて頂きます。

→樋口 PG より。

　是非、横浜旭 RC の皆様とともに、地区とし

ても取り組むべきと思います。まずは第５グ

ループで検討し浸透させてから、地区全体に広

めるのがよろしいかと思います。

★会員の皆様の意見の要約

◎このような事業に協力できる事は素晴らしく

意義ある事と思います。ただ横浜旭一つのク

ラブだけで出来ることは限られており、事業の

規模感またはその広がりも大切な要素と考えま

す。それには他クラブや地区にも協力を求め進

めるのがよいと思います。

◎事業に協力する際、行政との連携が大切です。

行政が私達に何を求めているのか、私達の協力

が生かせる情報のやりとりが大切です。

◎まだまだイタリアの防災事情や考え方などが

一般には知られておらず、その啓蒙活動も事業

の成功又は広がりに大切なこと思います。

◎三ヵ年計画の目標に会員増強があります。具

体的な増強の目標数値も明確にする必要がある

と思います。

■次回例会

4/23、4/30 　休会

5/7　酒井リカ様（神奈川県立がんセンター病院長）
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2024~2025 年度 横浜旭ロータリークラブ 

第十六回 理事会報告書 
日時  令和 7 年 4 月 2 日（水） 
    13 時 30 分より 
場所  例会場 

出席者  北澤正浩 市川慎二 安藤公一 五十嵐正   
佐藤真吾 田川富男 関口大樹 

欠席者  岡田隆 新川尚 

【報告事項】 
地区関係 

 
クラブ関係 

1   4 月 12 日（土）  ガールスカウトとの清掃活動 
 

【審議.事項】 
1 新たな例会場に関する件について 

現在、新規例会場候補として挙げられている南万騎が原の施設に関して、早期にその利用可

能性を確認するため、試験的な使用を行う予定である。具体的な実施日程についてはまだ確

定していないが、概ね 5 月を目途に実施を計画する。 
 
 

2 神奈川被害者支援センターへの活動協力に関する件 
賛助会員（法人）として、10,000 円の会費を納付することが決定された。 

                            

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

２ ０ ２ ５ 年 度 ３ 月 出 席 率 一 覧 表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

１２  日

％
75.87

100 0 100

  67 33 100

    0 0 0

  67 33 100

100 0 100

100 0 100

  33 34 67

100 0 100

100 0 100

    0 33   33

100 33 133

   

    0 33 　33

  67 33 100

  67 33 100

100 0 100

  67 33 100

100 0 100

100 0 100

  33 0 33

  67 33 100

100 0 100

      

  

  

  

５日

20
16

20
15

％
80.00

75.00
％

21
15

21
14

％
71.43

66.67
％

１９ 日

21
16

21
16

％
76.19

76.19
％

－出席規定免除－

安　藤　公　一

福　村　　　正

日 向 　 　 彰

市　川　慎　二

五 十 嵐 　　 正

北　澤　正　浩

草 柳 孝 広

増　田　嘉 一 郎

目 黒 惠 一

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

佐 　 藤 　 　 勉

関 口 大 樹

関　澤　信　吾     

宋                    謹      衣

田　川　富　男

中 島 　 徹 

－出席規定免除－


